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学術情報をめぐる変遷

オープン化
2010s

過去

アーカイブ 前提：オープンアクセス

書籍 EJ

eBook

個人の記録

ライセンス概念
の維持

データ

ものの制約の開放
（場が不要）

資料
資料
資料

資料

資料

資料

公共物の概念

知の集積

全てのアクセス
の保証

知の共有（交換）
（ローカル）

電子化・保存

多様な知の共有（場）
（グローバル）

時間の制約からの解放

・www実装
・BBB宣言
・G8

図書館

学習アルゴリズム

創造既得権への疑問

査読概念
専門家の優越性 集合知（再現性）

2020s

論理・ロジック
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本日の議論のターゲット



J-Stage 事業と学術流通

プラットフォーム

査読システム

出版システム

リポジトリ

オープン化 (APC)

電子媒体

著者版の公開

プレプリント
システム

新規設定

データ
ストレージ

研究者

研究者データベース

JST

研究助成



研究のライフサイクルと学術情報流通

検証
思考

研究者

コミュニティ

学術流通
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論証
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調査能力
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への所属
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研究能力

オープン化 (APC含む)

論文確定
編集価値

著者版の公開

オープン
Repository
Data

再現性

モチベー
ション



研究のライフサイクルにおける伝統的ジャーナル出版
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研究のライフサイクルにおけるプレプリントの位置づけ
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研究のライフサイクルにおけるデータジャーナルの位置づけ
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研究のライフサイクルにおけるオープンデータの認識
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研究者が求める・求められてきたこと

時間経過

研究の深度

創成

展開

成熟
パラダイムシフト

改良型：特許・論文
は通る

分野を産む苦しみ

理論も実験も
完成していく

既成理論の破壊

既存の物理を包含する
全く新しい物理の創成

同じ機能を全く異なる
物理で実現

コミュニティ
の欠如

集合知
広がり

チャージアップが新しい分野を生むという成長論（妄想）

認知フェーズ

IF 礼賛フェーズ

オリジナリティ

見えない

予算なし

トンネリング・
ブレークスルー期待論

ブレークスルーの Know-How の欠如 研究者の拠り所
（既得権）

方法論の出現：AI

異なる分野の知識の欠如



COVID19におけるケース・スタディ

➢Review の流動化
➢読者の拡大
➢評価 (Review) と評判 (Reputation) 
➢迅速性と商品化スピード
➢知識の消費

アカデミアプロセスの既得権への疑問

学術情報の選別基準（キュレーション）の混乱

各分野で基準が変わっていないが・・・

場（フィールド）を維持する学術情報の常識が
消失（時間・空間・保存の意味で）



従来型研究のパラダイムの形成

閉鎖型

内循環型

釣り合い

バランス

コミュニテイ生成

論文誌出版
が成立

Paper

Industry

Motivation

ExperimentAutonomous

External

Paradigm

トーマス・クーン
科学革命の構造
みずず書房

既得権
・学会
・論文誌
・研究費
・権威
・・・

イメージ



研究の流動化：競争のグローバル化

閉鎖型

内循環型

ICT 不安定化

外部の情報

結果的に

従来パラダイムの喪失

場の持つフローへの
蓄積エネルギーの流出

関係の張替え過程

知識・資産・資本の拡散

開放型
ネットワーク

Source 不在
＝流動にこそ価値
が生まれる

タコツボ化

相対的に
小さく
深い

既得権の縮小
人の減少

ここに必要な
学術流通が
無い



コミュニティの開放化の兆し

＄￥ €

開放型フロー

研究費

新規参加者

新規協力者

オリジナルな
研究者群

結果

成果
preprint

preprint

preprint

結果
成果

✓ 結果が内部循環しない
✓ 時間の同期は短時間
✓ 外部へ流出
✓ 論文は次の分野へ

トータルにはバランス？
内部的には

preprint が意味を持つ



学術情報：閉鎖した世界観（評価の固定化）

UY

査読
Review Y1

Ux

X1

X2 距離を測る

同じ空間にいることが前提（絶対距離）

Ux

X1

X2

Y1

UY

U共存

Ux

X1

X2

Y1

UY

包含

Ux

X1

X2

Y1

UY

分離



学術情報：開放された世界観（過渡的な流動化）

Ux

X1

X2

Y1

UY

U共存

Ux

X1

X2

Y1

UY

包含
Ux

X1

X2

Y1

UY

遮断

UY

Y1

Ux

X1

X2

分野を超えるのためのメジャーと要素を示す
ネットワークをプラットフォームに実現する

Z1

UZ



方向性：多様な世界観を支える学術流通

プラットフォームによる複合的なコミュニテイ内の情報共有

国
学会
大学
図書館
研究所
専攻．学部
研究室
社会
・・・

プラットフォームの多層化（ヴァーチャル）

距離の概念と評価を明らかにした学術の評価
多様な概念の複合性を評価するための必要条件

多様な分野との融合（距離を活かす）を可能にする学術流通
（共通基盤の再定義の必要性）

機能・連携
への転換

UY

Y1

Ux

X1

X2

Z1

UZ



学術の目指すべきフェーズ：メトリックを超えて

・論文における関連分野への展開 （研究者の経験・感性）
・過去の成果から将来への展開 （研究者の経験・創造力）
・引用論文との距離の表示 （論文イントロの妥当性）
・学術空間における位置表示（同上）
・引用研究者間の距離の表示（同上）

研究活動：研究のアカデミックデータそのもの

・論文と知財の二重構造の解消 （既得権の打破）
・フェアユースの国際協約 （既得権の打破）
・言語の壁の解消 （共有基盤の言語から論理への転換）

・査読者の整合性，分野，能力の表示
（査読プロセスの正当性，オープン査読）

・IF向上恣意性の評価 （出版プロセスの正当性）
・購読経費，APCの透明化

（各論文誌利益率の透明性）



✓ 自らが既得権を甘受し，放棄した権利で他者
が益を受けるのは，市場の理である．

✓ 研究者が主体的に動かなければ，研究のサイ
クルに根ざす世界は変わらず，搾取され，隷
従するだけである．

✓ 研究者は論文生産システムの家畜ではない．
✓ 新興世界は絶対にこの順番では展開しない！


